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【今後の定例会開会予定日】12月定例会：12月２日（水）　２月定例会：令和３年（2021年）２月10日（水）
※開会予定日は、変更となる場合があります

⃝定例会等の概要
・�７月臨時会では、市長提出議案として、条例関係議案１件、補正予算議案１件
を修正可決、教育長および農業委員会委員の任命議案に同意しました。
・�９月定例会では、15名の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案６件、補正予算議案４件、その他議案８件を可決、
令和元年度一般会計決算ほか５特別会計決算を認定、下水道事業会計に係る剰余金
の処分および決算を可決および認定、公平委員会の委員の選任議案に同意しました。
・�議員提出議案として、「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について」ほか３件を可決しました。
・陳情１件を採択、陳情１件を不採択としました。
⃝定例会等の主な動き
７月臨時会／本会議（７/15）………………………議案上程、採決	 （１・４面）
	 総務常任委員会（７/15）………………議案審査
	 教育こどもみらい常任委員会（７/15）……議案審査
	 観光厚生常任委員会（７/15）………議案審査
	 本会議（７/16）………………………委員長報告、採決	 （４面）
９月定例会／本会議（９/２～４、７）……………一般質問、議案上程、採決	（１・２面）
	 各常任委員会（９/８～11、25）………議案、請願・陳情審査等	 （３・４面）
	 決算特別委員会（９/7、14～18、25）……議案審査	 （３面）
	 議会運営委員会（９/23）……………陳情審査	 （３面）
	 本会議（９/25）………………………委員長報告、議案上程、採決	（４面）

令和２年（2020年）７月臨時会（７月15日～７月16日）
令和２年（2020年）９月定例会（９月２日～９月25日）
令和元年度一般会計決算を認定

新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴う補正予算等を可決
★総務常任委員会での審査
　一般会計補正予算（第５号）のうち、一人当たり3,000円の電子
クーポンを配布する「鎌倉応援買い物・飲食クーポン事業」を削除
する修正案を総員の賛成により可決しました。
【出された意見】
　○庁内での議論をさらに行うこと
　○�ターゲットを明確にした上で実施すべきであり、事業を実施す
る際にはその効果測定を行うことを求めるとともに、多額の経
費をかけて行う事業であることから一過性の事業とせずに、今
後も本市におけるさらなる取り組みを推進できる事業となるよ
う見直すべき

★本会議の採決結果
　総務常任委員会からの修正案を総員の賛成により可決しました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴にお越しくださる皆さまの健康
を守る観点から、令和２年（2020年）２月定例会より議会の傍聴はご遠慮いただ
いておりましたが、９月定例会では、次の感染拡大防止対策にご協力いただいた
上で、議会の傍聴を実施しました。

議場傍聴席入口の消毒用アルコール

～鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業可決までの流れ～

一般会計補正予算（第５号）修正
可決

歳入歳出いずれも約６億4,600万を減額
　＋ 既成宅地等防災工事補助金
　＋ 短期的観光渋滞対策関連調査業務委託料　　など
　− 道路新設改良事業　− 学校施設老朽化対策工事
　− 御成小学校旧講堂改修事業
　− 史跡大町釈迦堂口遺跡崩落対策工事　 など

一般会計補正予算（第６号）可決

 ７月臨時会（+：増額　−：減額） （関連記事　４面）

 ９月定例会（+：増額　−：減額） （関連記事　４面）

歳入歳出いずれも約１億4,000万円を増額
　＋ インフルエンザ予防接種委託料

一般会計補正予算（第８号）可決

一般会計補正予算（第７号）可決

◆来庁前の検温の実施
◆発熱等風邪症状のある方や体調不良の方は傍聴を自粛していただく
◆マスクの着用
◆傍聴受付時の非接触型体温計による検温の実施
　（37.5度以上の場合は傍聴をご遠慮いただく）
◆入室の際の手指のアルコール消毒の実施
◆傍聴者のソーシャルディスタンスの確保のため、傍聴可能な座席数を本会議
　12席、委員会４席に制限

　なお、今後の議会の傍聴の実施は、新型コロナウイルス感染の状況に応じて変
更する可能性があります。議会中継もご活用いただきますようお願いいたします。

議会の傍聴について

座席数を制限した傍聴席の様子

自宅で見よう議会中継

歳入歳出いずれも約4,400万円を増額
　＋ 保険料還付金

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）可決

★総務常任委員会での審査
　多数の賛成により原案のとおり可決しました。
【出された意見】
　○�事業の実施に当たっては、その効果を最大限生かすべく、また、
市民の利便性を高めるためにも、幅広い業種、多くの店舗に参
加してもらえるよう力強いアプローチを実施すること

　○市民の新たな地元商店の利用に結びつくようフォローを行うこと
　○�地域経済の活性化に大きく資する事業とは思えず、緊急事態に
備え、市費を投入することについては慎重であるべき　　など

★本会議の採決結果
　多数の賛成により原案のとおり可決しました。
　なお、可決後に附帯決議が提出され可決しました。詳細は本会議
録、市議会ホームページ（２面右下のQRコード）でご覧いただけます。

　９月定例会では、次の内容を変更した上で、「鎌倉応援買い物・
飲食電子商品券事業」として市長から再提案されました。
【主な変更点】
　○一人当たりの配布額　3,000円　→　5,000円
　○事務費の圧縮　○事業の成果指標の設定

　鎌倉市議会では、本会議および各
常任委員会等について生中継を行っ
ています。また、録画映像の配信も
行っています。

歳入歳出いずれも約１億3,400万円を減額（修正可決後）
　＋ 新生児とおなかの中のあかちゃんのための特別給付金
　＋ 感染予防啓発情報等周知やオンライン相談
　＋ GIGAスクール構想対応タブレット端末導入経費　　など
　［削除］＋ 鎌倉応援買い物・飲食クーポン事業 
　− 中小企業家賃支援給付金  − オンラインによる生活学習支援整備

歳入歳出いずれも約９億9,100万円を増額
　＋ 鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業
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一
般
質
問

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
環
境
の
整
備
】

質
問
…
学
校
で
３
密
を
回
避
す
る

た
め
の
教
育
環
境
整
備
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
…
換
気
を
行
う
こ
と
、

合
唱
や
実
習
等
の
と
き
は
近
距

離
で
活
動
し
な
い
等
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
給
食
の
時

間
は
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
き

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問
…
３
密
を
避
け
る
た
め
の
分

散
登
校
に
つ
い
て
、
授
業
を
２

回
に
分
け
て
行
う
の
は
大
変
だ

が
、
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
授

業
が
で
き
た
と
聞
い
た
。
先
生

か
ら
感
想
を
聞
い
て
い
る
か
。

同
部
長
…
分
散
登
校
で
学
校
を
再

開
し
た
と
こ
ろ
、現
場
か
ら
は
、

丁
寧
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
児
童
・
生
徒
の
様
子
も
よ

く
把
握
で
き
た
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
…
学
校
に
通
う
こ
と
が
休
校

前
に
増
し
て
負
担
に
な
っ
た

り
、
ク
ラ
ス
や
担
任
の
先
生
に

な
じ
め
な
い
不
安
を
感
じ
て
い

た
り
す
る
子
ど
も
が
い
る
の
で

は
な
い
か
。
心
細
さ
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
と
い
う

視
点
か
ら
、
自
ら
戸
惑
い
や
嫌

だ
な
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
周

囲
の
大
人
に
伝
え
ら
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
が
、
教
育
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

教
育
長
…
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ

と
を
、
い
つ
で
も
聞
い
て
く
れ

る
存
在
が
身
近
に
い
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
学
校
の
教
職
員

が
受
け
止
め
る
ほ
か
、全
児
童
・

生
徒
対
象
の
定
期
的
な
い
じ
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
教
育
相
談
ア

ン
ケ
ー
ト
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で

の
相
談
受
付
を
実
施
し
て
お
り
、 

学
校
以
外
に
も
話
を
聞
い
て
も

ら
え
る
場
所
が
あ
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
も
発
信
し
て
い
き

た
い
。
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち

の
わ
ず
か
な
声
も
聞
き
漏
ら
さ

な
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

【
医
療
支
援
・
高
齢
者
支
援
】

質
問
…
ウ
イ
ル
ス
の
克
服
に
向
け

た
闘
い
は
長
期
に
及
ぶ
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
県
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
は
、
市
民
生
活
に
直
接

的
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。

県
は
、重
点
医
療
機
関
の
設
定
、

各
病
院
の
入
院
調
整
や
受
け
入

れ
体
制
の
構
築
、
必
要
ベ
ッ
ド

数
や
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保
、

医
療
人
材
の
確
保
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
市
は

ど
う
関
わ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
…
県
は
、
医
療
崩

壊
を
避
け
る
た
め
、
国
の
方
針

を
踏
ま
え
て
、
重
症
患
者
は
高

度
医
療
機
関
、
中
等
症
患
者
は

重
点
医
療
機
関
、
無
症
状
・
軽

症
患
者
は
自
宅
や
宿
泊
施
設
で

療
養
し
て
も
ら
う
こ
と
で
病
床

の
確
保
を
目
指
す
神
奈
川
モ
デ

ル
（
※
）
を
構
築
し
て
い
る
。

医
療
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、 

厚
生
労
働
省
の
人
材
募
集
情
報

と
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ

ト
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
る
。
市
は
、
県
か
ら
の
協

力
要
請
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、 

県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、 

市
民
へ
の
周
知
に
努
め
た
い
。

質
問
…
全
国
平
均
よ
り
も
早
く
進

行
し
て
い
る
鎌
倉
の
少
子
高
齢

社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
等
の
普
及
促
進
が
求

め
ら
れ
て
く
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
医
療
支
援
、
高
齢
者
の

生
活
支
援
の
強
化
に
つ
い
て
、

今
後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

同
部
長
…
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
医

療
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

11
の
医
療
機
関
が
電
話
や
情
報

通
信
機
器
を
用
い
て
診
察
を

行
っ
て
い
る
。
医
療
機
関
に
行

か
な
く
て
も
処
方
箋
を
発
行
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、 

コ
ロ
ナ
禍
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
利

便
性
の
高
さ
か
ら
市
民
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
た
め
、
今
後
、

医
師
会
等
と
連
携
し
、
推
進
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者

の
生
活
支
援
と
し
て
は
、
65
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に

対
し
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

警
備
会
社
と
つ
な
が
る
緊
急
通

報
装
置
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
高
齢
者
の
生
活
支
援

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
避
難
所
で
の
対
策
】

質
問
…
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
に
つ
い
て
、
３
密
の
回
避
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
改
善
、
取

り
組
み
、
課
題
が
あ
る
か
。

防
災
安
全
部
長
…
避
難
所
と
な
る

市
立
小
学
校
の
学
校
長
等
と
避

難
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す
調
整
を

図
っ
た
。
ま
た
、
市
民
に
対
し

て
は
、
各
種
災
害
リ
ス
ク
を
事

前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で

確
認
す
る
こ
と
と
、
分
散
避
難

に
つ
い
て
広
報
し
て
い
る
。
今

後
の
課
題
は
、
避
難
の
長
期
化

に
備
え
た
民
間
宿
泊
施
設
等
と

の
協
力
体
制
の
構
築
、
資
機
材

の
調
達
に
関
す
る
各
種
協
定
の

締
結
な
ど
と
考
え
る
。

質
問
…
避
難
所
で
、
密
を
避
け
る

こ
と
に
加
え
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
の
資
機

材
の
整
備
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

同
部
長
…
３
密
を
避
け
る
た
め
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
20
個
調
達

し
、
各
避
難
所
に
配
備
し
た
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
目
隠
し
と

な
る
間
仕
切
り
は
、
協
定
に
よ

り
調
達
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
確
保
す
る
。そ
の
ほ
か
、

消
毒
液
、
非
接
触
式
電
子
体
温

計
、
マ
ス
ク
な
ど
を
、
感
染
症

対
策
と
し
て
配
備
し
た
。

質
問
…
在
宅
避
難
や
親
戚
、
知
人

宅
へ
の
避
難
所
外
避
難
者
の
居

場
所
は
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
く
の
か
。

同
部
長
…
共
助
の
取
り
組
み
と
し

て
、
自
主
防
災
組
織
等
の
協
力

を
得
て
把
握
に
努
め
、
情
報
提

供
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
民
間
事
業
者
等
に
よ

り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

避
難
状
況
の
把
握
の
手
法
が
検

討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
情
報
収

集
、
研
究
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
地
域
経
済
へ
の
対
策
】

質
問
…
中
小
企
業
支
援
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
か
。
新
た
な

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

市
民
生
活
部
長
…
売
り
上
げ
が
減

少
し
て
い
る
中
小
企
業
へ
の
支

援
と
し
て
、
制
度
融
資
に
関
わ

る
利
子
の
補
給
金
や
信
用
保
証

料
補
助
な
ど
の
拡
充
、
中
小
企

業
家
賃
支
援
補
助
金
、
飲
食
店

支
援
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。 

今
後
は
、
市
民
に
よ
る
市
内
で

の
消
費
行
動
を
活
発
化
さ
せ
る

よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
…
２
０
２
２
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
が
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」

に
決
定
し
た
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
疲
弊
し
た
鎌
倉
の
経
済
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
過
去
に
舞
台
と

な
っ
た
市
で
は
、
独
自
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
用
し
た
商
品
開
発

等
を
行
い
、
地
域
一
体
と
し
て

盛
り
上
げ
を
図
る
取
り
組
み
が

あ
る
が
、
検
討
し
て
い
る
か
。

同
部
長
…
現
在
、
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
な
ど
の
関
係
団
体
と

準
備
中
の
大
河
ド
ラ
マ
協
議
会

に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

来
訪
者
の
デ
ー
タ
の
収
集
、
混

雑
状
況
の
発
信
、
ゆ
か
り
の
地

を
巡
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
独
自

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用
し
た
新

商
品
の
開
発
な
ど
を
地
域
と
一

体
と
な
っ
て
検
討
し
、
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問
…
大
河
ド
ラ
マ
の
決
定
は
、

市
内
商
工
業
者
を
救
う
千
載
一

遇
の
機
会
で
は
な
い
か
。
大
河

ド
ラ
マ
へ
の
市
の
取
り
組
み
姿

勢
に
つ
い
て
市
長
に
聞
き
た
い
。

市
長
…
大
河
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ

る
と
い
う
機
会
を
捉
え
、
観
光

消
費
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
通

じ
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

み
た
い
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
９
月
定
例
会
で
は
15
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
11
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
の
取
り
組
み

一般質問項目一覧
一般質問の録画中継
映像は、こちらから
ご覧いただけます▶

①　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　��緑の保全及び災害に強い街づくり

について
　２　�個人所有地よりの樹木管理について
　３　�電線に引っかかった樹木の処理に

ついて
　４　�天ケ谷戸隧道トンネル安全対策に

ついて
　５　�市道、県道道路、安全対策整備に

ついて
　６　�消防職員の活動時の安全対策につ

いて
　７　�マイナンバーカード交付状況につ

いて
②　池田　実（鎌倉みらい）
　１　�コロナ禍における医療体制等につ

いて
　２　�コロナ禍における市民への安全安

心体制について
　３　�マイナンバーカードの普及促進に

ついて
　４　�本市の財政と行財政改革について
　５　�深沢のまちづくりに関連した事業

の現況について
③　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�新型コロナウイルス感染症対策の

課題について

④　保坂 令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　�長期休校を経て迎えた新学期につ

いて
　２　�ＧＩＧＡスクールについて
　３　�防災における県との連携について
　４　�スーパーシティ構想の問題点と鎌

倉市の取組み
⑤　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　�コロナ禍における教育の諸課題に

ついて
　２　�災害への対応について
⑥　安立　奈穂（神奈川ネット鎌倉）
　１　�コロナ禍のいのちと暮らしを守る

ための支援について
⑦　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.11～コロナ禍と気候
非常事態による変化への対応～

⑧　くりはら えりこ（無所属）
　１　�浸水リスクの見える化と防災策・

救助体制について（ＳＤＧｓ目標
３・11）（河川氾濫対策・救助体
制強化・避難情報の伝達・安否確
認の迅速化・過去の浸水被害と最
大想定のリスクを示す印と避難誘
導ルート表示・避難の合図・逃げ
遅れゼロ計画と避難カルテの作成
支援・広報）

　２　�新型コロナウイルス感染症から考
える教育環境の継続性について
（ＳＤＧｓ目標３・４）

　３　�セーフティネットと新規の公益事
業の支援について（ＳＤＧｓ目標
３・８・９）（食事支援・住居支援・
企業支援・雇用支援・起業支援・
地域力）

　４　�【気候非常事態宣言】後の具体的
な取り組みについて（ＳＤＧｓ目
標７・11・12・13・17）（市民との
協力体制・情報ネットワークのプ
ラットホームへの参加・再生可能
エネルギーの調達・省エネ、性能
向上、高効率化、緑化、ゼロ・ウェ
イストの誘導策インセンティブ）

⑨　武野　裕子（日本共産党）
　１　�住宅問題‐住宅困窮者の増加に関

連し、行政の役割とまちづくりの
視点

　２　�生活保護世帯に対する下水道使用
料免除廃止にともなう手当

　３　�多世代交流、市民活動の場所に関
する行政計画とまちづくりの視点

⑩　千　一（無所属）
　１　�障がいの変化と福祉サービスにつ

いて
　２　�北鎌倉のトンネルについて
　３　�危険な空き店舗について
　４　�鎌倉市立小中学校の諸問題につい

ての新教育長への質問
⑪　森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　�2022年ＮＨＫ大河ドラマを迎え

るにあたり、本市の対応について。

　２　�本市のＳＮＳ上での誹謗中傷への
対策について。

⑫　竹田　ゆかり（無所属）
　１　�「鎌倉版コミュニティスクール」

について
　２　�コロナ禍における子どもたちの

「学びの保障」について（Ⅱ）
⑬　納所　輝次（公明党）
　１　�コロナ禍を踏まえた鎌倉市の取り

組みについて
⑭　松中　健治（無所属）
　１　�災害対策。崖崩れ、水害（過去の

経験から）秋のインフルエンザを
控えて、新型コロナウイルス（疫
病対策）、疾病と宗教、経済。

　２　�樹林と樹木と山林の活かし方。鎌
倉古道の整備。

⑮　大石　和久（公明党）
　１　�岡本二丁目用地活用計画について

【用語の解説】� ※神奈川モデル
新型コロナウイルス感染症の拡大を見据
えた現場起点の医療体制。
神奈川県調整本部が、患者受け入れ・搬
送等の調整を行い、医療崩壊の回避を図る。

意
見
書
・
決
議

　９月定例会では、次の意見書提出および決議に係る議会議案を可決
しました。なお、可決した意見書は、地方自治法第99条の規定に基
づき、関係機関に送付しました。
◇�新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対
し地方税財源の確保を求める意見書の提出について
◇�少人数学級の本格的な導入を求めることに関する意見書の提出について
◇性犯罪に関する刑法のさらなる改正を求める意見書の提出について
◇�令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）の執行に関する附帯
決議について

可決した意見書
および決議の全
文は、こちら▲
からご覧いただ
けます



教育こどもみらい常任委員会
観光厚生常任委員会 総 務 常 任 委 員 会常任委員会

審査の一部を紹介します建 設 常 任 委 員 会

（３）　　第２５１号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和２年（2020年）11月１日

９月９日、25日開催
審査した内容（議案１件、陳情２件、報告事項14件）

９月８日開催
審査した内容（議案６件、陳情１件、報告事項４件）

９月11日開催
審査した内容（議案３件、請願１件、報告事項12件）

報告事項　ティアラかまくらの今後の運営について
　ティアラかまくらは、市内で安心して出産および子育てができる環境を
整えることを目的として、平成21年（2009年）２月、鎌倉市医師会立産
科診療所として設立されたものです。
　ティアラかまくらにおける分娩数は、平成22年度（2010年度）の322
件をピークに徐々に減少し、令和元年度（2019年度）は126件となりま
したが、原因としては、市全体の出生数の減少に加え、設立当初と比べて
市内の産科医療機関が２カ所増えたことなどが考えられるとのことです。
　当該診療所の運営状況、また市内に産科医療機関が
充実してきた状況を踏まえ、市と鎌倉市医師会で協議
した結果、令和３年（2021年）５月から６月を目途にティ
アラかまくらを閉院するとのことでした。
　委員会では、ティアラかまくらが担っている産後ケ
ア事業の引き継ぎや、産科医療機関の市内５地域にお
けるバランスなどについて質疑が行われた後、報告事
項について了承されました。

報告事項　新たなモビリティサービス導入の取組状況について
　交通不便地域である二階堂・浄明寺地区の一部地域において、地域住民
等の利用を想定したグリーンスローモビリティ（写真参照）を運行させる
実証実験を行うとの報告がありました。運行形態としては、オンデマンド
型で、バス停留所「大塔宮」を含む地域で運行するとのことです。今後は、
既存の公共交通との比較なども可能な範囲で行うとともに、運行システム
や車両に係る事業者と調整し、地域住民の意見を伺いながら詳細について
決定していくとのことで、本年12月初旬に地域住民への説明会、デモ運
行を実施し、12月末から翌年１月末にかけて実証実験を行うとのことです。

委員会では、報告事項について了承されました。

９月10日開催
審査した内容（議案４件、請願１件、報告事項７件）
議案第60号　鎌倉市森林環境譲与税基金条例の制定について
　森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律に基づき、令和元年度（2019
年度）から市町村に譲与が開始された森林環境譲与税について、使途の明
確化および計画的な活用を目的として、鎌倉市森林環境譲与税基金を設置
するため、条例を制定しようとするものです。

　委員会では、採決の結果、総員の賛成により可決されました。

議案第46号　指定管理者の指定について
　「鎌倉市児童発達支援センター条例」に定める鎌倉市児童発達支援セン
ターあおぞら園の指定管理者として、令和３年（2021年）４月１日から令
和８年（2026年）３月31日までの５年間「社会福祉法人県央福祉会」に指
定するとのことです。
　指定管理者の選定に当たっては、５人の有識者等で構成される選定委員
会において、応募団体によるプレゼンテーションおよびヒアリングを行い、
評価および審議をした結果、当該法人の豊富な事業実績で培ったノウハウ
を生かした施設運営が期待でき、法人運営の医療機関と連携した児童精神
科医師の活用や、医療的ケアが必要な児童への対応が可能であることなど
が評価され選定されたとのことです。指定管理の導入は、利用児童および
地域の相談支援機能の充実につながるもので、今後も児童や保護者が引き
続き安心して利用ができるよう当該法人と連携し保護者へ丁寧に説明を行
い事業の引き継ぎを進めていくとのことです。
　委員会では、施設運営の人員体制や事業実施後の事業評価の在り方など
について質疑が行われた後、採決の結果、多数の賛成により可決されました。

決
算
関
係
議
案
の
提
案

　

９
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会

議
に
お
い
て
、
一
般
会
計
決
算
等

に
つ
い
て
市
長
、
会
計
管
理
者
お

よ
び
都
市
整
備
部
長
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
の
後
、
監
査
委
員
か
ら

審
査
意
見
が
付
さ
れ
、
一
般
会
計

お
よ
び
６
特
別
会
計
決
算
に
係
る

議
案
７
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

　

議
会
は
、
９
月
７
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
８
名（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
令
和
元
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

７
日
、
14
日
、
15
日
、
16
日
、
17

日
、
18
日
、
25
日
の
７
日
間
に
わ

た
り
、
正
・
副
委
員
長
の
選
任
、

予
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘

事
項
の
反
映
状
況
や
、
後
期
実
施

計
画
の
諸
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど

を
中
心
に
、
予
算
の
適
正
な
執
行

と
、
そ
の
行
政
効
果
に
つ
い
て
、

担
当
部
課
へ
の
質
疑
等
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
ご
み
処
理
政

策
に
つ
い
て
」、「
ご
み
処
理
広
域

化
と
生
ご
み
資
源
化
施
設
に
つ
い

て
」、「
鎌
倉
市
芸
術
文
化
振
興
財

団
の
位
置
づ
け
お
よ
び
文
化
行
政

の
在
り
方
に
つ
い
て
」
は
重
要
課

題
と
し
て
市
長
に
出
席
を
求
め
、

そ
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
決
算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
は
多
数
の
賛
成
に

よ
り
認
定
。
大
船
駅
東
口
市
街
地

再
開
発
事
業
特
別
会
計
、
公
共
用

地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
お
よ
び

下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
総
員
の

賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　

９
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
中
で

一
般
会
計
決
算
議
案
に
対
し
て

は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
全
会
一

致
と
な
っ
た
次
の
３
つ
の
意
見
が

付
さ
れ
ま
し
た
。

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に

つ
い
て

　
本
年
２
月
頃
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
学
校
を
休
校
と
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

は
、
休
校
中
の
生
徒
た
ち
に
対
す

る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
評
価
・

検
証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

　
ま
た
、市
長
部
局
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
生
活
困

窮
に
陥
る
人
が
増
加
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
支
援
の
取
り
組
み
の
強

化
を
求
め
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
可
能
と
す
る

環
境
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
も
求
め
る
。

〇
ご
み
処
理
施
策
に
つ
い
て

　
鎌
倉
市
・
逗
子
市
・
葉
山
町
ご

み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
に
よ
る

と
、
他
市
町
村
と
の
連
携
や
民
間

活
用
に
よ
る
処
理
を
行
う
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
施
計
画
は

長
期
的
か
つ
広
い
視
点
に
立
っ
た

実
現
可
能
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ

る
。
市
は
こ
れ
ま
で
も
ご
み
処
理

関
連
施
設
の
候
補
地
を
設
定
し
て

は
断
念
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
生
ご
み

資
源
化
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
今
後
候
補
地
と
さ
れ
る
地
元

の
町
内
会
や
住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
の
努
力
を
続
け
る
と
と
も

に
、
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の

不
安
を
解
消
す
る
よ
う
、
ご
み
処

理
施
策
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
る
。

〇�

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て

　
令
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風
15

号
お
よ
び
19
号
に
よ
り
、
市
内
に

お
い
て
土
砂
崩
れ
や
倒
木
等
の
大

き
な
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
崖
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
制
度
を
十
分
に
生
か
す
た
め

の
必
要
な
予
算
措
置
を
行
う
と
と

も
に
、
倒
木
処
理
に
つ
い
て
は
、

防
災
安
全
部
と
緑
地
の
維
持
管
理

を
行
う
部
署
と
の
連
携
も
含
め
、

人
員
体
制
の
強
化
を
求
め
る
ほ

か
、
市
と
し
て
民
有
地
に
お
け
る

倒
木
処
理
に
対
す
る
支
援
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
を
求
め
る
。

　

そ
の
後
、
７
会
派
お
よ
び
１
名

の
無
所
属
議
員
か
ら
討
論
と
し
て

決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の
意
見

が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決
算
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
は
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
。

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得

事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
、
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
は
総
員

の
賛
成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
お
よ

び
認
定
し
ま
し
た
。

決算特別委員会委員名簿（議席順）
委 員 長 河村　琢磨（鎌倉のヴィジョンを考える会）

副委員長 伊藤　倫邦（自由民主党鎌倉市議会議員団）

委　　員

納所　輝次（公明党鎌倉市議会議員団）

高野　洋一（日本共産党鎌倉市議会議員団）

前川　綾子（鎌倉みらい）

中村聡一郎（鎌倉のヴィジョンを考える会）

保坂　令子（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

髙橋　浩司（鎌倉夢プロジェクトの会）

令
和
元
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
決
算
を
認
定

決算特別委員会委員

陳情の議決結果
　９月定例会では２件の請願、５件の陳情が提
出されました。そのうち、陳情１件を全議員に
配付し、請願２件、陳情４件を各委員会に付託
し審査を行いました。
　その結果、陳情１件を採択し、陳情１件を不
採択としたほか、請願１件、陳情２件を継続審
査とし、請願１件を議決不要としました。
　結論が出た陳情の要旨および結果は次のとお
りです。
【採択した陳情】
◇重度障害者医療費助成制度継続についての陳情
　陳情の要旨
　�　令和３年度の予算策定に際し、重度障害者
医療費助成制度について、透析患者・重度障
害者が負担なく医療を受けられるよう求める
ものです。
　委員会および本会議の結果
　�　委員会は総員の賛成により、本会議は多数
の賛成により採択しました。

【不採択とした陳情】
◇�旧岩瀬子ども会館の利活用（多世代交流施設）
を求める陳情

●森林環境譲与税
　森林環境税を財源に、市町村の私有林人工
林面積、林業就業者数および人口に応じて譲
与されるものである。
　本市における令和元年度の譲与税は、台風災
害の復旧等に充当したが、令和２年度以降は、現
在、検討を行っている民有緑地の維持管理支援
策への充当など、計画的な活用を図るとのこと。

●グリーンスローモビリティとは？：電動で、時速
20km未満で公道を走る、４人乗り以上のモビリティ。
今回の実証実験では、低速・低床で７人乗りのゴルフ
カートの形状を有する車両を予定しているとのこと。ティアラかまくら

●森林環境税
　パリ協定の枠組みの下、国の温
室効果ガス排出削減目標の達成
や、災害防止を図るため、森林整備
等に必要な地方財源を安定的に確
保する観点から創設された。令和
６年度から国民１人当たり1,000円
の課税が予定されている。
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７
月
臨
時
会

　
緊
急
に
議
会
の
議
決
を
必
要
と

す
る
案
件
が
生
じ
た
た
め
７
月
15

日
お
よ
び
16
日
に
臨
時
会
を
開
催

し
、
市
長
か
ら
16
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
新
生
児
と
お
な
か

の
中
の
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
特

別
給
付
金
、
鎌
倉
応
援
買
い
物
・

飲
食
ク
ー
ポ
ン
事
業
に
係
る
経

費
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
対

応
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
係
る

経
費
等
を
追
加
す
る
ほ
か
、
中
小

企
業
家
賃
支
援
給
付
金
等
を
減
額

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
と
も
に
５
億
１
５
２
７
万
円
を

増
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
８
４

５
億
９
６
８
０
万
１
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
付
託
先

の
総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

鎌
倉
応
援
買
い
物
・
飲
食
ク
ー
ポ

ン
事
業
に
係
る
経
費
、
６
億
４
９

７
６
万
９
千
円
を
減
額
す
る
内
容

の
修
正
案
を
総
員
の
賛
成
に
よ
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
修
正
案
を
可
決
す
る
と
と
も

に
、
総
員
の
賛
成
に
よ
り
修
正
部

分
を
除
く
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
教
育
長

　

教
育
委
員
会
の
教
育
長
に
、
次

の
方
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛
成
に
よ

り
同
意
し
ま
し
た
。

岩い
わ

岡お
か　

寛ひ
ろ

人と

氏（
東
京
都
杉
並
区
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
８
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員

　

農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
々
を
任
命
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
い
ず
れ

も
多
数
の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま

し
た
。

岡お
か

崎ざ
き　

和か
ず

彦ひ
こ

氏
（
台
在
住)

三み
つ

橋は
し　

義よ
し

昭あ
き

氏
（
佐
助
在
住)

浜は
ま

野の　

清き
よ

一か
ず

氏
（
腰
越
在
住
）

市い
ち

川か
わ　

幸さ
ち

子こ

氏
（
玉
縄
在
住
）

和わ

田だ　

雅ま
さ

裕ひ
ろ

氏
（
手
広
在
住
）

小お

川が
わ　

和か
ず

己み

氏
（
山
崎
在
住
）

石い
し

澤ざ
わ　

一か
ず

英え
い

氏
（
手
広
在
住
）

郷ご
う

原は
ら　

均ひ
と
し氏
（
笛
田
在
住
）

柏か
し

木わ
ぎ　

博ひ
ろ

明あ
き

氏
（
関
谷
在
住
）

平ひ
ら

井い　

保や
す

男お

氏
（
城
廻
在
住
）

落お
ち

合あ
い　

る
み
こ
氏
（
関
谷
在
住
）

飯い
い

田だ　

正ま
さ

実み

氏
（
上
町
屋
在
住
）

小こ

泉い
ず
み
　

紀き

久く

夫お

氏
（
城
廻
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
７
月
20
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

９
月
定
例
会

　
９
月
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら

４
件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
25
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

次
の
２
件
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

○
鎌
倉
市
放
課
後
子
ど
も
ひ
ろ
ば

条
例
に
定
め
る
放
課
後
子
ど
も
ひ

ろ
ば
「
ふ
か
さ
わ
」
お
よ
び
放
課

後
子
ど
も
ひ
ろ
ば
「
せ
き
や
」、

並
び
に
鎌
倉
市
子
ど
も
の
家
条
例

に
定
め
る
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
の
家

「
す
ず
め
」
お
よ
び
せ
き
や
子
ど

も
の
家
「
や
ま
ゆ
り
」
の
指
定
管

理
者
を
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東

ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

に
指
定
。
期
間
は
令
和
３
年
４
月

１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
鎌
倉
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
に
定
め
る
鎌
倉
市
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら
園

の
指
定
管
理
者
を
、
社
会
福
祉
法

人
県
央
福
祉
会
に
指
定
。
期
間
は

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

旧
岩
瀬
子
ど
も
会
館
の
活
用
事

業
に
係
る
経
費
な
ど
を
追
加
す
る

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
ま
ん
延
の
影
響
に
よ
り
、
業

務
の
実
施
見
送
り
や
一
部
縮
小
し

た
、
海
水
浴
場
お
よ
び
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ー
チ
に
係
る
経
費
な
ど
を

減
額
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
６
億
４
５
５
９
万
６
千
円
を

減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
、
８

３
３
億
１
４
３
万
６
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

　

公
平
委
員
会
の
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
で
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小こ

泉い
ず
み

　

淑よ
し

子こ

氏
（
今
泉
台
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
10
月
16
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案 議決結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
していません。

議 決 さ れ た 主 な 議 案 ○：賛成　－：反対
公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

池
田　
　
実

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

伊
藤　
倫
邦

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂
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司
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く
り
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え
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ － － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

○ ○ ○ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ － － － －

※�７月臨時会では市長提出議案16件、９月定例会では市長提出議案25件、議員提出議案４件の採決を行いました。   
下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。

７
月
臨
時
会

補
正
予
算

第29号
令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第５号）
（新生児とおなかの中のあかちゃんのための特別給付金、
鎌倉応援買い物・飲食クーポン事業に係る経費等の追加等）
（上／修正案・下／修正部分を除く原案）

可決

可決

人事 第30号 鎌倉市教育委員会の教育長の任命について 同意

９
月
定
例
会

そ
の
他

第45号
指定管理者の指定について
（放課後子どもひろば「ふかさわ」「せきや」、ふかさわ
子どもの家・せきや子どもの家）

可決

第46号 指定管理者の指定について（児童発達支援センターあおぞら園） 可決

補
正
予
算

第65号
令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）
（新型コロナウイルス感染症の影響により業務実施の見
送り、一部縮小に伴う減額等）

可決

第66号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）
（鎌倉応援買い物・飲食電子商品券事業に係る経費の追加） 可決

第69号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第８号）
（インフルエンザ予防接種委託料の追加） 可決

決算 第52号 令和元年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
議
会
議
案 第８号 令和２年度鎌倉市一般会計補正予算（第７号）の執行に

関する附帯決議について 可決

全
員
協
議
会
　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
方
針
と

し
て
、
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

焼
却
施
設
が
稼
働
中
の
令
和
６
年

度
ま
で
を
第
１
期
、
そ
れ
以
降
令

和
11
年
度
ま
で
を
第
２
期
と
し
、

第
１
期
に
お
け
る
焼
却
施
設
は
既

存
施
設
で
あ
る
名
越
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、

生
ご
み
に
つ
い
て
は
本
市
に
５
ト

ン
未
満
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

　

第
２
期
に
お
け
る
処
理
に
つ
い

て
は
、
本
市
の
可
燃
ご
み
は
逗
子

市
焼
却
施
設
で
焼
却
す
る
が
、
焼

却
可
能
量
が
２
万
ト
ン
程
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
超
え
る
部

分
を
圏
域
外
へ
搬
送
す
る
た
め
の

中
継
施
設
を
本
市
に
整
備
す
る
と

と
も
に
、
２
市
１
町
の
生
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
に
、
第
１
期
で
本

市
に
整
備
し
た
生
ご
み
資
源
化
施

設
を
拡
大
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

　

将
来
の
ご
み
処
理
体
制
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
ご
み

量
の
減
少
や
さ
ら
な
る
ご
み
処
理

の
広
域
化
・
ご
み
処
理
施
設
の
集

約
化
に
係
る
国
の
考
え
方
等
を
踏

ま
え
、
２
市
１
町
だ
け
で
新
た
な

焼
却
施
設
を
建
設
せ
ず
に
、
ご
み

の
減
量
・
資
源
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
最
良
と
考
え
て
い
る
。

　

第
２
期
に
お
い
て
本
市
に
整
備

予
定
の
中
継
施
設
に
つ
い
て
は
、

逗
子
市
焼
却
施
設
が
令
和
16
年
度

ま
で
を
稼
働
予
定
期
間
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
稼
働
停
止
後
は
２

市
１
町
の
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
く
。

　

今
後
は
広
域
化
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
民
間
の
新
技
術
に
よ
る
資

源
化
手
法
を
活
用
す
る
な
ど
、
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
目
指
し
、
さ

ら
な
る
ご
み
の
資
源
化
を
進
め
、

安
定
的
な
ご
み
処
理
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
情
報
収
集
・

研
究
・
協
議
検
討
を
重
ね
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

　

鎌
倉
市
・
逗
子
市
・
葉
山
町
ご

み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
に
関
し

て
、
８
月
３
日
に
議
会
全
員
協
議

会
を
開
催
し
、
市
長
か
ら
報
告
を

受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
報

告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

本
実
施
計
画
は
、「
環
境
負
荷

の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
に

資
す
る
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
実

現
を
目
指
す
」
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
２
市
１
町
に
お
け
る
今
後

の
ご
み
処
理
の
広
域
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
向
性

を
示
す
た
め
に
策
定
す
る
も
の

で
、
令
和
２
年
度
か
ら
11
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
。

　

本
市
の
ご
み
処
理
広
域
化
の
検

討
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
５
月

か
ら
２
市
１
町
で
ご
み
処
理
広
域

化
検
討
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
協

議
を
進
め
、
本
実
施
計
画
の
素
案

を
令
和
元
年
11
月
28
日
に
公
表
し

た
。
さ
ら
に
、
同
年
12
月
に
市
民

説
明
会
を
開
催
し
、
令
和
２
年
１

月
６
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た

後
、
７
月
21
日
に
開
催
し
た
同
協

議
会
に
お
け
る
協
議
等
を
経
て
本

実
施
計
画
を
策
定
し
た
。

　

ご
み
処
理
広
域
化
の
基
本
方
針

と
し
て
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の

実
現
を
目
指
し
て
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
既

存
施
設
に
お
け
る
共
同
処
理
の
実

現
に
取
り
組
む
こ
と
、
広
域
連
携

に
お
け
る
持
続
可
能
な
廃
棄
物
処

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
具
体

的
な
施
策
と
し
て
、
家
庭
系
生
ご

み
や
紙
お
む
つ
の
資
源
化
、
事
業

系
ご
み
の
資
源
化
促
進
等
に
よ
り
、

現
在
２
市
１
町
で
約
４
万
５
千
ト

ン
あ
る
可
燃
ご
み
を
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る
令
和
11
年
度
に
２
万

ト
ン
以
下
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。


